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１
　
所
在
地
　
　
　
奈
良
市
佐
紀
町

２
　
調
査
期
間
　
　
第
五
〇

・
五

一
・
五
二
次
　
一
九
六
八
年

（昭
４３
）
七
月

ぞ

一
九
六
九
年
二
月
、
第
六
三
次
　
一
九
七
〇
年
五
月
ぞ

七
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

３
　
発
掘
機
関
　
　
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
平
城
官
跡
発
掘
調
査
部

４
　
調
査
担
当
者
　
代
表
　
坪
井
清
足

５
　
遺
跡
の
種
類
　
官
殿

。
官
行
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
奈
良
時
代
ぞ
平
安
時
代
初
期

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

調
査
地
は
平
城
官
の
西
辺
で
西
面
中
門

（佐
伯
門
）
の
東
北
に
接
す
る
場
所
で

あ
り
、
合
計
九
次
に
わ
た
る
発
掘
調
査
が
継
続
し
て
行
な
わ
れ
た
。

調
査
の
結
果
、
こ
の
場
所
は
奈
良
時
代
初
期
か
ら
平
安
時
代
初
期
に
か
け
て

五
時
期
の
変
遷
を
と
げ
る
が
、
ほ
ぽ
全
時
期
を
通
じ
て
、
南
北
九
〇
〇
尺
、
東

西
三
二
〇
尺
と
い
う
長
大
な
区
画
を
も
っ
た
官
衝
跡
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

平
安
官

「官
城
図
」
に
よ
れ
ば
、
西
面
大
垣
に
内
接
し
て
左
右
馬
寮
が
南
北
に

配
置
さ
れ
、
と
も
に
南
北
八
四
〇
尺
、
東
西
三
五
〇
尺
と
い
う
南
北
に
長
い
敷

地
を
も
つ
。
ま
た
い
藤
原
官
の
発
掘
に
お
い
て
も
官
西
辺
に
や
は
り
南
北
に
細

長
い

「
西
方
官
行
」
跡
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
平
城
官
も
含
め
た
三
者
は
同
様

の
性
格
の
官
行
と
推
定
し
う
る
。

遺
構
は
官
衝
域
の
北
半
に
正
殿
や
協
殿
な
ど
か
ら
な
る
正
庁
ブ
ロ
ッ
ク
が
あ

り
、
南
半
は
中
央
が
広
い
空
間
と
な
り
、
東
と
西
に
桁
行
の
長
い
南
北
棟
が
配

さ
れ
る
。　
出
土
遺
物
の
う
ち
、
墨
書
土
器
に
は

「主
馬
」
が
二
点
、

「内
厩
」

が

一
点
含
ま
れ
て
お
り
、
こ
れ
も
官
衛
名
推
定
の
有
力
な
手
が
か
り
と
な
る
。

以
上
の
よ
う
な
諸
点
か
ら
、
こ
の
区
画
内
の
官
行
は
左
右
い
ず
れ
か
の
馬
寮

に
相
当
し
、
宝
亀

一
〇
年

（七
七
九
）
を
天
応
元
年

⌒七
八
こ

頃
に
は
統
合
さ
れ

て
主
馬
寮
と
な
り
、
の
ち
再
び
左
右
馬
寮
と
な
る
官
衝
と
い
え
よ
う
。
そ
の
よ

う
に
考
え
る
こ
と
に
よ
り
、
官
衛
と
し
て
は
特
殊
な
遺
構
で
あ
る
発
掘
区
南
半

の
南
北
に
長
大
な
建
物
を
馬
房
に
、
中
央
の
空
間
を
馬
の
調
教
場
に
比
定
す
る

こ
と
も
可
能
と
な
る
。

木
簡
が
出
土
し
た
の
は
計
五
ヵ
所
の
遺
構
で
あ
る
。
以
下
、
次
数
毎
に
述
べ

ヱ

や

。



一　
第
五
〇
次
調
査

Ｓ
Ｄ
五
九
六
〇
　
馬
寮
の
東
隣
に
あ
る
官
衛
の
西
辺
を
画
す
る
素
掘
り
の
南
北

溝
で
、
埋
土
か
ら
木
簡
が

一
点
出
土
し
た
。
伴
出
遺
物
か
ら
、
こ
の
溝
は
平
城

遷
都
後
ほ
ど
な
く
掘
削
さ
れ
、
奈
良
時
代
中
頃
ま
で
存
続
し
た
と
み
ら
れ
る
。

一
一　
第
五

一
次
調
査

Ｓ
Ａ
五
九
五
〇
　
馬
寮
の
東
を
画
す
る
掘
立
柱
南
北
塀
で
、
佐
伯
門
か
ら
東

ヘ

の
び
る
道
路
部
分
よ
り
発
し
、
北
は
馬
寮
北
辺
か
ら
さ
ら
に
北

へ
の
び
て
い
る
。

奈
良
時
代
中
期
の
遺
構
で
あ
る
。
こ
の
塀
の
一
つ
の
柱
穴
か
ら
四
点
の
木
筒
が

出
土
し
た
。

〓
一　
第
五
二
次
調
査

Ｓ
Ｄ
六

一
五
五
　
馬
寮
の
東
隣
に
あ
る
官
衝
の
西
を
限
る
南
北
築
地
Ｓ
Ａ
六

一

五
〇
が
廃
絶
し
た
後
、
こ
れ
を
切

っ
て
掘
ら
れ
た
土
坑
状
の
東
西
溝
で
あ
る
。

こ
の
埋
土
か
ら
木
簡

一
点
が
出
上
し
た
。
伴
出
遺
物
か
ら
み
て
、
平
安
時
代
初

期
に
属
す
る
。

四
　
第
六
三
次
調
査

Ｓ
Ｄ
六
四
七
七
　
馬
寮
の
北
を
限
る
東
西
築
地
Ｓ
Ａ
六
四
七
五
の
北
雨
落
溝
で

あ
る
。
木
簡
は

一
点
で
、
奈
良
時
代
末
期
を
平
安
時
代
初
期
の
上
器
類
が
伴
出

し
た
。

Ｓ
Ｄ
六
四
九
九
　
馬
寮
の
東
の
官
衛
北
限
の
築
地
Ｓ
Ａ
六
五

一
〇
の
さ
ら
に
北

に
あ
る
東
西
溝
で
、
木
簡
が

一
一
点
出
土
し
た
。
木
簡
の
年
紀
は
天
平

一
〇

・

一
一
年
に
集
中
し
、
遺
構
の
切
り
合
い
か
ら
も
奈
良
時
代
中
期
に
位
置
づ
け
ら

辺
顧
メ
彊
　
　
　
　
　
　
佐
伯
門

れ
る
。

８
　
木
筒
の
釈
文

・
内
容

①

　

「
＜
志
摩
国
志
摩
郡
手
節
里
戸
主
大
伴
部
荒
人
日
口
＝

‐‐
樋
醜
鄭
仁
叫
月
十
日
＜
」
　
　
　
　
　
　
　
（�機卜）
×
∞岸
×
い　
〇∞μ

②

　

「
阿
波
国
阿
波
郡
秋
月
郷
庸
米
物
部
小
龍

一
俵
」
中
μ
∞
×
∞
Φ
×
枷
　
〇
∞
μ

①
　
ｘ
十
六

一
又
七
　
七
百
十
九
　
八
十

一　
九

一　
一二
百
十
四
□

台
卜ｅ
×
（∞∪
×
〕

ｏ曽

〔嶋
己

④
　
。
「
国
掃
進
兵
士
四
人
依
蓮
池
之
格
採
毅
欠
　
　
　
」

【状
己

名

□
注
『
坂
』
以
移
『
坂
坂
』

天
平
十
年
六
月
九
日
」

μ
Φ
『
×
∞
μ
×
∞
　
〇
岸
μ
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(71

×
進
兵
士
三
人
依
東
薗

×

国
以
移
　
天
平
十
年
閏
七
月
十
二
×

「
嶋
掃
進
兵
士
四
人
依
人
役
象
欠
　
　
」

「
状
注
以
移
　
天
平
十

一
年
正
月
二
日
」

「
□
□
進
兵
士
四
人
依
人
□

「
日
国
以
移
同
　
　
　
国

「
鳴
掃
進

×

「
以
移

(7)器

（μ卜
］）
×
〕Φ
×
中
　
Φ
∞
ド

ド
『
『

×

μ
ヽ
×

〕
　

〇
ド
ド

含

卜
じ

×

∞
ド
×

∞
　

ｏ
μ
Φ

（
］
〕
）
×
∞
ミ
×
∞
　
Ｏ
μ
Φ

各
木
簡
の
出
土
遺
構
は
①
が
ｓ
Ｄ
五
九
六
〇
、
②
が
Ｓ
Ｄ
六

一
五
五
、
①
が

Ｓ
Ｄ
六
四
七
七
、
①
を
⑤
が
ｓ
Ｄ
六
四
九
九
で
あ
る
。

９
　
関
係
文
献

奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所

『
平
城
官
発
掘
調
査
報
告
�
』
盆

九
八
五
年
）

同

『奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
年
報
　
一
九
六
九
』
盆
九
六
九
年
）

同

『
同
　
一
九
七

一
』
盆

九
七
一
年
）

同

『
平
城
官
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
（六
ご

（
一
九
六
九
年
）

同

『
同
（八
）
』
全

九
七
一
年
）

（寺
崎
保
広
）




